
　前田利長は、慶長14年（1609）9月に武士とその家来562人を連れて
高岡城に入城しました。城下町高岡には、城郭、武家屋敷、町人地、社寺地
などを、自然の地形を活かし、防御を考えて配置。城を守る最前線として、城
の南西隣りの防衛上の重要な場所には武家屋敷がありました。その中
心は「枡形ノ内」という高台に。その入り口には、土塁を築いたクランク
「枡形」（馬出）がありました。現在も高岡関野神社の北西の道や、高台
の下の御馬出町（おんまだしまち）と小馬出町（こんまだしまち）という
町名は、その名残りとされます。
　城の南から西にかけては町人の町で、碁盤目状に整然と区画整理。
商人や職人たちは、越中・能登・加賀の三国や、尾張、美濃、近江、越前、
越後などから630人あまりが集まってきました。彼らには土地は無償
で提供し、税金も無料に。金屋町の鋳物業、川原町（かわらまち）の魚鳥
（ぎょちょう）商売、桧物屋町（ひものやちょう）の指物（さしもの）（家具）・
漆器、木町の木材・薪炭・回漕業などの重要な職業には数々の特権を

本丸御殿の遺構を発掘

本丸のまわりには二重の馬出郭があり、郭の周囲は幅約20㍍から
30㍍の堀で囲まれています。内堀、枡形堀、三の丸堀で構成され、
郭と同じく、堀も築城時の形がほぼ維持されているのが特徴。
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利常は廃城後に参勤交代の際に加賀藩主が宿泊
する施設を、城の御殿の材料を利用して建設した
と言われています。現在の桜馬場通り、御旅屋通り、
えんじゅ通りと、堀と土塁に囲まれた一万坪の敷地
をもち、徳川将軍家に次ぐ規模でした。

石は約半分が砂岩で、花崗岩、安山岩が次いでいる。砂岩は雨晴海岸の義経岩
や女岩周辺、虻が島、灘浦海岸などの石切丁場から運ばれた。いずれも海岸線
の近くで、舟で海や河川を経由し、高岡の木町から城へ運ばれた。

2011年の調査で、本丸には築城期の遺構が良好な状態で残っていることを発見。
史料では天守は無く、本丸の北隅に御材木御蔵があったとされる。

明丸土塁は粘土と砂などを交互に重ねる技法で、版築（はんちく）状に築かれて
いる。三の丸東では、3段階の土塁の構築方法が確認できる。

利長が突貫工事で築造した高岡城。４月６日付けで家康
から城建設の許可をもらい、４月12日には建設資材を

集める木町づくりを指示。９月13日
の入城までに本丸御殿などは
未完成ながらも堀と郭は完成し
ました。ある土木設計技師の
計算では、139日で完成さ
れるには築城の土木・建築
工事には約9 ,400人が
従事した計算になります。

本当に半年足らずで高岡城ができたの？

枡形堀は、湧き水があるとされる堀。築城時、堀の工事を
進めても、水が湧かず困っていました。その話を聞いた能登
の廻船問屋の美しい娘、お光は、どうしても見たいと両親と
ともに高岡へ。水のないお堀に、突然お光は身をおどらせます。
一気に空が曇り、お光が飛び込ん
だあたりに雷が突き刺さり、
地面の割れ目から水があふれ、
瞬く間に水がたたえられました。
巨大な龍が現れ水の中に消えて
いったといいます。

枡形堀の龍女伝説

堀は城の防御の基本。城をいくつもの
堀で囲って防御した。室町時代に鉄砲
が伝来したことで、鉄砲の射程に対応
するため堀幅が約 30㍍必要に。堀の
水は庄川の伏流水（湧水）や雨水を水源
にしていると考えられています。

堀の水はどこから？　
石垣には刻印があるものがあり、
その種類は128種。石切丁場でつけ
られたもので、金沢城のほか、前田家も
かかわった名古屋城と共通する刻印
が多い。前田家の石工集団の刻印だ
と考えられている。

刻印

高岡城跡の発掘調査で、本丸広場では礎石や2段の石組み遺構を
発掘。史料では勝手方（広間・台所）完成などの記述も見られ、築城時
の高岡城には「御殿」が存在していたと考えられています。

本丸土橋の石垣材は、割った石をノミ等で粗く加工した粗加工石を使用して
おり、築城時のものと考えられます。積み方は乱積みで、部分的に縦目地
が通ります。本丸土橋だけで1700石以上の石垣材が使われています。

明丸（あきまる）土塁の断面。現在、動物園がある明丸は、築城時の
土塁がよく残っている場所。ほかに、土橋の整地土層、貫土橋（かんど
ばし）の栗石層なども発掘。全体に強固な地盤造成のあとが見られます。与え、町の繁栄を図りました。開町当初の戸数と人口は武士と町人、

その家族を含めて約1200戸、5000人前後と考えられています。
　しかし、慶長19年（1614）5月20日に前田利長は53歳で亡くなり
ます。開町からわずか5年後のことでした。翌年には幕府の一国一城令
によって高岡城は廃城に。武士は金沢に、町人も高岡を離れ、町は急速
にさびれてしまいます。そこで、加賀前田家三代当主・前田利常は、
利長の遺志を受け継ぎ、高岡を城下町から商工業の町へと転換。町人
が高岡から出ることを禁止し、塩や魚の問屋をつくらせ、城跡には米蔵と
塩蔵を設けました。高岡に物資を集め、のちに「加賀藩の台所」と言わ
れるほどの経済都市へと発展させたのです。武家屋敷跡は「地子町」
として、町人の移住を勧めました。利常は高岡城跡の土塁や水堀など
をそのまま保存し、いざというときの防御の拠点として守ったと考え
られています。また、多くの旧町名や、特に町割は良好に残されて
いて、高岡の歴史を考える上で非常に重要なものとなっています。

利長が築き、利常が発展へと導いた高岡。当時の姿はいまもある！

城のような藩主の宿「御旅屋（おたや）」

城下町の要所には、周辺の守山や富山の城下町など
から寺院を集めて段丘のキワに配置。広い境内を
もつ寺院は、有事の軍事的な砦でした。町の中心部
には浄土真宗の寺院が配置され、一向一揆の防止
を狙ったとも言われています。

城を守る配置の「街道沿いの寺院」

かつて、お城と武家屋敷があった上位段丘（高岡
台地）と、町人たちが暮らした中位段丘の間を
庄方用水が流れています。防衛の役割を果たすこと
はもちろん、防火用水、冬場の雪を流すためや下水
にも利用されました。

城を守る堀としての「庄方用水」

お城に向かって、低いところから高台へ上がって
いく段丘の大切なポイントには、クランク状の
枡形の土塁が設けられお城を防衛しました。高岡
関野神社の境内の付近に、いまもその痕跡を確認
することができます。ぜひ、訪ねてみましょう。

城の入り口を守る「枡形の土塁」
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高岡城の痕跡は、そこかしこに残っているよ。

城の地盤整備もしっかり

築城時の石垣材が残る！ 堀の保存率ほぼ１００%

まちの中に残る、城周辺の守りとは！

高岡城と城下町推定鳥瞰図(古岡英明氏監修、市山雅利氏画) 

（高岡市立博物館蔵）
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縄
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の
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す
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の
研
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は
利
長
が
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ら
縄
張
を
し
た
可
能
性
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し
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台
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が
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憩
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０
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６
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４
）に
利
長
は

死
去
。翌
同
20
年（
１
６
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５
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６
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岡
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。

　

明
治
３
年
（
１
８
７
０
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金
沢
藩
は
民
間

払
い
下
げ
を
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定
し
ま
す
が
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の
第
十
七
大

区
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長
に
相
当
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十
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有
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願
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１
８
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５
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逃
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４
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６
・
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面
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約
21
・
８
万
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東
京
ド
ー
ム
の
約
４.５
倍
）

• 

加
賀
藩
領
の
ほ
ぼ
中
心
に
あ
る
関
野
は
広
大
な
沼
沢
地
。

 

そ
の
中
に
浮
か
ぶ
高
岡
台
地（
標
高
15
㍍
）の
北
隅
に

 

高
岡
城
が
つ
く
ら
れ
た
。

• 

７
つ
の
郭（
城
内
の
区
画
）を
土
橋
で
つ
な
ぐ  

 

「
連
続
馬
出
」が
縄
張
り
の
特
徴
で
、防
御
力
が
高
い
。

• 

郭
や
水
堀
は
築
城
時
の
ま
ま
で
歴
史
的
価
値
が
高
い
。

• 

度
重
な
る
城
郭
破
壊
の
危
機

 

（
廃
城
、明
治
維
新
、昭
和
の
高
度
成
長
期
）を
乗
り
越
え
た
。

１
９
９
０
年 

さ
く
ら
の
名
所
１
０
０
選
に
認
定

２
０
０
６
年 

日
本
１
０
０
名
城
に
認
定

２
０
１
５
年 

国
史
跡
に
指
定

高
岡
城
跡（
古
城
公
園
）の
主
な
歴
史
年
表

前田 利長

高岡城の重要人物とは。

前田 利常 MAEDA TOSHITSUNE

TAKAYAMA UKON

MAEDA TOSHINAGA

利長の遺志を受け継ぎ、高岡を商工業の町へ大転換

利家に招かれ、加賀藩の重鎮となったキリシタン大名

高岡の町を開き、突貫工事で強固な城をつくった

彼らなくして、高岡城は語れない。

加賀前田家三代当主。利長の異母弟で徳川
家康の孫娘と結婚。一国一城令で高岡城が
廃城となっても水堀を埋め立てず、城跡には
米蔵や塩蔵、煙硝蔵を置いて、城の価値を
守った。高岡を城下町から商工業の町へと
転換し、商都として発展させた功績はじつに
大きい。

高山 右近
織田信長や豊臣秀吉の信頼も厚く、様々な
合戦で活躍した才能豊かなキリシタン大名。
秀吉がバテレン追放令を出して大名の地位を
失うが、前田利家に迎えられ「利休七哲」の
茶人として、キリシタンとして活躍。二代利長、
三代利常のもとでも加賀藩の重鎮となり
高岡城を縄張（設計）したと伝わる。

《発行》
高岡市日本遺産推進協議会（文化創造課）
〒933-8601 高岡市広小路７番50号
TEL：0766-20-1255
E-mail：bunsou@city.takaoka.lg.jp

高岡の礎を築いた、加賀前田家二代当主。
隠居していた富山城が３月に大火で焼失し、
4月には関野（高岡の旧名）で城づくりを開始。
突貫工事を行い９月に高岡城入城。豊臣
五大老であり、万一に備えた強固な城づくり
を急ぎ、臣下への督促状が数多く残る。入城
から5年後に死去。

高
岡
城
跡
っ
て

ど
ん
な
特
徴
が
あ
る
の
？

わ
ず
か
５
カ
月
の
突
貫
工
事
で
入
城

築
城
後
、た
っ
た
６
年
で
廃
城
と
な
っ
た
幻
の
名
城
。

高
い
防
衛
力
を
、図
説
で
紐
解
き
ま
す
。

Q

鉄
壁
の
縄
張
り
。
高
岡
城
は
最
強
の
城
だ
っ
た
！ 高

岡
城
跡

国
指
定
史
跡
・
日
本
百
名
城熱

い
想
い
で
奇
跡
的
に
守
ら
れ
た
城
跡

令和２年度文化庁文化資源活用事業費補助金（多言語解説整備事業） 

馬出とは、防御と反撃の両方の機能を兼ね備えた、堀を渡る
土橋や木橋の先につくられた陣地のこと。たとえ敵に占領
されても、その先の城内には被害が及ばないような構造で
あり、味方の出撃をサポートする攻撃的な出入口です。
高岡城は、理論的に馬出を使いこなしており、日本の近世
城郭の中でも屈指の城といえます。

どばし

高岡城最強説の理由は【馬出】
うまだし 西　

　
暦 

年　
号 

事　
　
項

１
６
０
９ 

慶
長
14
年 

前
田
利
長
に
よ
り
高
岡
城
築
城
。高
岡
開
町

１
６
１
４ 

慶
長
19
年 

５
月
20
日
、利
長
死
去
。10
月
、大
坂
冬
の
陣

１
６
１
５ 

慶
長
20
年

江
戸
時
代

１
８
７
０ 

明
治
３
年 

金
沢
藩
は
高
岡
城
跡
の
民
間
払
い
下
げ
を
決
定

城
内
に
は
藩
の
米
蔵
2
棟
・
塩
蔵
・
番
所
、番
人
。

官
舎
2
棟
、煙
硝
土
蔵
等
が
建
て
ら
れ
る 

４
月
、大
坂
夏
の
陣

7
月
、一
国
一
城
令
に
よ
り
廃
城

１
８
７
５ 

明
治
８
年 

「
高
岡
公
園
」に
指
定
さ
れ
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ストリートミュージアムを今すぐダウンロード

横矢掛けで、敵を狙い撃ち
しやすくなります。

味方の進軍ルートを確保します。

援護射撃のおかけで、
守り手の出撃部隊は
分散できます。

正面から攻めてくる敵か
らは、堀と土塁で守ります。

攻め手は馬出にいる部隊に気を取られるため、
出撃部隊まで攻撃できません。

馬出があると侵入が困難に
攻め手は城内から攻撃を受けることに。
出入り口は側面にあるため、一度に大勢で攻めにくくなります。

守り手は横矢掛けで味方を援護射撃し、
城兵の出入りをサポートします。

味方を助けたり、敵を攻撃したり

『日本の城事典』千田嘉博監修（ナツメ社）を参考に作成 守

攻

馬出からの攻撃で、
敵をひきつけます。

「高岡城之図」金沢市立玉川図書館蔵
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明丸【馬出見立て】鍛冶丸【馬出】

二の丸【馬出】

本丸

三の丸【馬出】

本丸東郭【馬出】
小竹藪【馬出】
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鉄壁の枡形

もう一つの攻め込みルート

絶望・・・、消えた引き橋
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御殿、前田の余裕
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高岡城が築かれた標高15ｍの高岡台地の上には城だけではなく、武家屋敷も配置されていました。攻め手の軍勢は、
城にたどり着く前に、その武家屋敷のエリアで迎撃され戦力を消耗してしまいます。武家屋敷地のエリアは「桝形の内」と
呼ばれ、そこを突破した後にようやく城本体を攻めることになります。
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二の丸では知将・鈴木権之助が待ち受ける二の丸では知将・鈴木権之助が待ち受ける二の丸では知将・鈴木権之助が待ち受ける二の丸では知将・鈴木権之助が待ち受ける

二の丸は、本丸へ敵勢を侵入させない要の郭で、
広大な敷地に鈴木権之助の屋敷があったとされ
ます。利長の文書に隅櫓２つを設けると記述が
あり、土塁の角には櫓があり、高い場所から鉄砲
で迎撃する態勢に。鈴木権之助は、利長と正室・
永姫（玉泉院）から信頼が厚く、二の丸を任せられ
たと考えられます。
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大手口からの攻め手の第一関門、鍛冶丸は別名「桝形」。
「枡形」は虎口（城・郭の出入り口）に設けた、敵を迎撃
する四角形の空間。二の丸から細い土塁が続き、通路を
折り曲げ見通しを悪くし、攻め手の勢いをそぎ、横矢（側面
攻撃）を掛けます。本丸の入り口も大御門を通ると桝形の
空間、桝形虎口でした。
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城の外から本丸へ至る道筋は、小さな城でも
２本設けられます。最も大切な表口を大手
（城によっては追手）といい、次に重要な裏口
を搦手（からめて）といいます。攻め手は大手口
だけからではなく、搦手口からも侵入し、いち
早く本丸を攻め落とそうとします。
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三の丸は搦手口に侵入した攻め手を迎え撃つ広大な郭で、今枝民部直恒の屋敷が
あったとされ、絵図には民部丸とも記載。搦手口土橋を通り侵入すると、三の丸、
明丸土塁上から迎撃され、本丸土塁からも迎撃。今枝は1500石と屋敷が与えられた
利長のお気に入りで、搦手を守る郭に配置されたと考えられます。

三の丸は搦手口に侵入した攻め手を迎え撃つ広大な郭で、今枝民部直恒の屋敷が
あったとされ、絵図には民部丸とも記載。搦手口土橋を通り侵入すると、三の丸、
明丸土塁上から迎撃され、本丸土塁からも迎撃。今枝は1500石と屋敷が与えられた
利長のお気に入りで、搦手を守る郭に配置されたと考えられます。

三の丸は搦手口に侵入した攻め手を迎え撃つ広大な郭で、今枝民部直恒の屋敷が
あったとされ、絵図には民部丸とも記載。搦手口土橋を通り侵入すると、三の丸、
明丸土塁上から迎撃され、本丸土塁からも迎撃。今枝は1500石と屋敷が与えられた
利長のお気に入りで、搦手を守る郭に配置されたと考えられます。

三の丸は搦手口に侵入した攻め手を迎え撃つ広大な郭で、今枝民部直恒の屋敷が
あったとされ、絵図には民部丸とも記載。搦手口土橋を通り侵入すると、三の丸、
明丸土塁上から迎撃され、本丸土塁からも迎撃。今枝は1500石と屋敷が与えられた
利長のお気に入りで、搦手を守る郭に配置されたと考えられます。

利長が住んでいた本丸御殿利長が住んでいた本丸御殿利長が住んでいた本丸御殿利長が住んでいた本丸御殿
御殿は、城主の住居です。表と奥の空間に分けられ、
表は、城主が政務をこなす表御殿、奥は、日常生活を
送ったプライベートな空間でした。有名な本丸御殿
として、名古屋城跡、熊本城跡などがあり復元されて
います。高岡城跡の本丸御殿も、それに匹敵するよう
な壮麗な建築物があった可能性があります。
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どこから攻めても、難攻不落どこから攻めても、難攻不落どこから攻めても、難攻不落どこから攻めても、難攻不落
ご覧のように、城下町での守り、城の堀や土塁、連続馬出、貫土橋などによる防御、
沼など自然の地形の利用など、どの場所から攻めても高岡城の守りは非常に堅固で
した。もし、攻められたとしても、本丸への侵入はかなり難しかったと考えられます。
難攻不落の高岡城を、実際に歩いて確かめてみよう。　 
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搦手口と三の丸を突破し、本丸を目指す攻め手は、本丸東を通り貫土橋へ到着。しかし、この橋が引き込まれ、本丸や本丸東の郭から
横矢を受けます。慶長期の絵図には「半分足掛け／半分車橋」と記載があり、火災などの際は非常口として有事には車輪の付いた橋を
引き込み侵入を防いだと考えられる、全国的にも珍しい形式の橋です。
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築城当時を体感できる明丸土塁築城当時を体感できる明丸土塁築城当時を体感できる明丸土塁築城当時を体感できる明丸土塁
城全体の防御の主役は土塁でした。土塁は大きな堀
を掘り、その粘土と小石を混ぜた土砂を盛って叩き
締めて築いた堤防状のもの。土塁の上には土塀や木柵
を設け、それらの間から、鉄砲で迎撃したと考えられ
ます。明丸土塁は、高岡城跡の中では土塁の保存状
況が一番良く、約２㍍の高さが実感できるポイント。
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石垣がベンチになった！石垣がベンチになった！石垣がベンチになった！石垣がベンチになった！
本丸広場の一角の14石は、平成16年（2004）に城から
南東約2.5kmの和田川の河床の石を引き上げ搬入した
もの（他に博物館前に4石）。元々は高岡城の石垣で、明治
８年（1875）頃に和田川の護岸工事に使用。矢穴（石を
割る際に使うクサビの穴）や表面のノミの痕跡で石垣と
判断できます。この他、石垣のベンチも探そう！
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高岡城の縄張は本丸を中心に、二の丸、鍛冶丸などの馬出を土橋で繋げた
「連続馬出」が特徴。当時の鉄砲の有効射撃距離は60ｍほど。大手口、搦手口
から侵入しても、郭を進むごとに激しい迎撃を受け、利長がいる本丸までなか
なか到着できません。「連続馬出」は、高岡城の守りの堅さを象徴しています。
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土塁がコの字になったもの。城を囲む土塁
が城内にくぼんで、そこにコの字の土塁を
築くタイプもあります。
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土塁が弧状になったもの。死角が少なく、
少人数でも防御が可能だとされています。
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高岡城跡の正面にあたる鍛冶丸（現博物館）には、強固
な城門形式の「枡形門」があった可能性が！枡形門は
関ヶ原の戦い以降流行した城門形式。外門に埋門や
高麗門、内門に２階建の櫓門など。城内には他に二の丸
に２つの隅櫓や三の丸に矢来門、本丸虎口にも内枡形
状の土塁や大御門があったとされます。
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利長は高禄の家来ほど城の近くに屋敷を用意し、城を守る最前線基地に。その中心は高岡城から
南西へ延びる「枡形の内」の高台です。入り口（現高岡関野神社）に土塁を築きクランク状の「枡形」
を構築。武家屋敷（オレンジ色部分）は他に平米（平吹）町、木町、土器（大坪）町、古定塚など主要街
道沿いや中川にも設け、有事に備えました。
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難攻不落！高岡城妄想討ち入りの巻 架空のバトルマンガでわかる、
高岡城の防御力

❶

　冨田越後（重政）
 1万3670石
　今枝内記（宗仁）
 6000石
　水越縫殿 3000石
　小塚淡路（秀正）
 7000石
　松田四郎左衛門
 4000石
　西尾隼人 700石
　尾沢検校
　村井又兵衛（長明）
 200石

❶
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❸
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❺
 
❻
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　姉崎主水 450石
　瑞龍寺
　大塚壱岐 3000石
　吉田孫助 1000石
　稲葉左近 1800石
　武辺左官
　加藤善太夫 700石
　泉（飯尾？）宗伯
 800石
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御旅屋

高岡城枡形の内
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高岡城は慶長14年（1609）に、加賀
前田家２代当主、前田利長により築かれ
ます。時代は、豊臣から徳川へ世の中が
変わる変革期。また、戦になるかもし
れないと全国的にも築城ブームでした。
利長は、いざ戦になっても攻め落とせ
ない、難攻不落の高岡城を築きまし
たが、一度も戦に使われることなく
廃城に。もし、高岡城で戦になった
ら？難攻不落の理由とその仕掛けに
ついて、自分が城を攻める視点で
実感し、高岡城の魅力を感じてみよう！
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VS
前田利長 敵将
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三の丸では剛腕武将・今枝民部が迎え撃つ三の丸では剛腕武将・今枝民部が迎え撃つ三の丸では剛腕武将・今枝民部が迎え撃つ三の丸では剛腕武将・今枝民部が迎え撃つ
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